
就職氷河期世代活躍支援プランに
象徴される政府の真摯な姿勢

「ひきこもり対策改革元年」
～「アウトリーチ」型支援から社会参加、職業的自立に至るまでの総合的支援の展開～

アウトリーチ（訪問支援）と重層的な支援ネットワークを
活用した多面的アプローチ

～社会的孤立・排除を生まない総合的な支援体制の確立に向けて～



○ 8050等の複合的な課題を抱える世帯への包括的な支援の推進、居場所を含む多様な地域活動を促進する。

○ 具体的には、世帯の複合的なニーズ等に対応できるよう、市町村の包括的な支援体制づくりを支援するモデル事業を推進する。（200→250自治体）

※ 上記の他、働きながら国家資格の取得のための長期の訓練に参加する場合の収入減少に対する支援として、生活福祉資金貸付制度への新たなメニューの追加及びこれに伴
うシステムの改修等を行う。（524.5億円の内数）

○ 支援プランでは、きめ細やかな事業展開として、①不安定な就労状態にある方、②長期にわたり無業状態にある方、③社会参加に向けた支援を必要

とする方等への支援プログラムの展開を図ることとしている。

○ このうち、社会参加実現に向けたプログラムに関して、令和２年度予算概算要求において、以下の事業を盛り込んでいる。

計５２４.5億円の内数（★）＋ 2.4億円

厚生労働省就職氷河期世代活躍支援プラン（令和元年５月29日厚生労働省）に係る
令和２年度予算概算要求（社会参加実現に向けたプログラム関係）

○本人や家族への情報のアウトリーチの更なる強化（14百万円）

施策や相談窓口の案内に加えて、施策の利用や支援を受けようとする意欲を喚起するため、支援機関等を通じて社会とのつながりを回復すること
ができた好事例（成功体験例）の周知を行う。

１ 自立相談のアウトリーチ機能の強化（★）

自立相談支援事業の窓口にアウトリーチ支援員（仮称）を配置し、多機関と連携したアウトリーチ支援を実施する。

２ ひきこもり地域支援センターと自立相談支援機関の連携強化（★）

○ ひきこもり地域支援センターに、医療、法律、心理、福祉、就労等の多職種から構成されるチームを設置する。

○ チームの意見を踏まえ、管内市町村を巡回するセンター職員が自立相談支援機関への専門的アドバイスや当事者への直接支援を行う。
また、チームは、必要に応じて、市町村の自立相談支援機関と連携しながら、ひきこもりの状態にある者への直接支援を行う。

３ ひきこもり支援に携わる人材の養成研修（1.2億円）

自立相談支援機関の支援員向けに支援手法等に関する研修等を実施し、より質の高い支援ができる人材の養成を行う。

１ 就労準備支援等の実施体制の整備促進（★）

市同士の連携や都道府県の関与による広域実施の取組例を参考として、就労準備支援等の実施体制の整備促進を行う。

２ 就労支援の機能強化（★＋1.0億円）

都道府県への企業開拓員（仮称）の配置による就労体験・就労訓練先の開拓・マッチング等を推進する。
また、農業分野等と福祉分野との連携を推進し、各都道府県単位で農業体験等の利用希望者と受入希望事業者を組み合わせる仕組みを、全国複数箇

所でモデル的に実施する。

３ 中高年の者に適した支援の充実（★）

中高年の者に適した支援の充実のため、以下の取組を実施。
①中高年の者が参加しやすくなるような居場所づくり ②就労に限らない多様な社会参加の場の確保 ③家族に対する相談や講習会等の開催

情報のアウトリーチの推進

より身近な場所での相談支援の実施

社会参加の場の充実等

地域共生社会の実現（★）
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「どんな境遇の子どもも見捨てない！」
誰もが孤立せずに希望を抱ける

温かな地域社会の創造
～「アウトリーチ」型支援から社会参加、職業的自立に至るまでの総合的支援の展開～

アウトリーチ（訪問支援）と重層的な支援ネットワークを
活用した多面的アプローチ

～社会的孤立・排除を生まない総合的な支援体制の確立に向けて～



【代表理事】
谷口 仁史
(佐賀県子ども・若者総合相談センター長、佐賀県ひきこもり地域支援
センター長、厚生労働省社会保障審議会特別部会元委員、内閣府子
ども・若者育成支援推進のための有識者会議構成員他)

【副代表理事】
古賀 靖之
(心理カウンセリングルーム・認知行動療法研究所所長、臨床心理士)

【理事】
田中 豊治
(佐賀大学文化教育学部名誉教授、西九州大学大学院教授、社会学
博士)

池田 久剛
(西九州大学大学院臨床心理学専攻長教授、臨床心理士)

大庭 弘毅
(たけお若者サポートステーション所長、元中学校長)

松尾 秀樹
(さが若者サポートステーション総合コーディネーター、臨床心理士)

秀島 正文
(前不登校児童生徒支援業務責任者、元中学校長)

陣内 順子
(たけお若者サポートステーション相談員、元養護教諭、看護師)

【監事】
長戸 和光
(佐賀駅前法律事務所、弁護士)

松尾 彰吾
(元森田物産株式会社執行役員、営業部長)
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【設立年月日】

○H15年7月5日設立(10月23日NPO法人化)、認定NPO法人化(H30年)

【主な支援対象】

○不登校、ひきこもり、非行、ニート、生活困窮者

○学校や社会生活を円滑に営むことができない当事者及び家族、関係者等

【活動概要】

○家庭教師方式（関与継続型）のアウトリーチ（訪問支援）活動が基軸

○社会参加・職業的自立に至るまでに必要な各種相談支援事業の実施

○セーフティネットの拡充に向けた「協働型」「創造型」の取組の推進

【組織体制】

○教育学、心理学、社会学等大学教授を中心とする理事会

○教育・医療・福祉・労働分野の20代～40代の専門職スタッフが中核

○職員数72名（常勤58名、非常勤14名）、登録社員234名、その他ボランティア

【財政規模】

<経常収益>206,971,884円(R2年度決算) 217,603,753円(R3年度予算)

<経常費用>201,713,621円(R2年度決算) 217,600,035円(R3年度予算)

S.S.F.はアウトリーチ活動を中核事業として自立に至るまでの総合的な支援事業を展開
～誰もが「安心」と「希望」を抱ける地域社会を！ 認定NPO法人スチューデント・サポート・フェイス（S.S.F.）の組織概要～

※R3年５月31日現在

令和３年度役員（案）
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財政状況

※R3年度唐津支部開設予定



認定NPO法人スチューデント・サポート・フェイス(S.S.F.)
～「どんな境遇の子どもも見捨てない！」誰もが孤立せずに希望を抱ける温かな地域社会の創造に向けて～

あなたからのご寄付で孤立する子ども達に「希望」を
届けます。どうか私たちに「力」をお貸しください。

ご寄付・賛助会員の手続方法の詳細については、
ホームページにてご案内させて頂いております。S.S.F.
は、「認定NPO法人」であるため、寄付金及び会費に
ついては、税控除の対象となります。

《佐賀銀行》
・支店名：武雄支店
・口座：普通口座
・口座番号：１７０３７７８
・口座名義：NPOスチューデント・サポート・フェイス
ア

《ゆうちょ銀行》
・支店名：一七九（イチナナキュウ）店（179）
・口座：当座
・口座番号：００７３３４３
・口座名義：NPOスチューデント・サポート・フェイス

【寄附口座のご案内】

「ふるさと納税」始まる！

下記振込以外にもホームページ上のクレジット決済
機能がご利用頂けます。ご高覧の上、ご支援賜りま
すよう伏してお願い申し上げます。

佐賀県では、応援したいNPOを指定して寄附することができます(95％が寄付金に！)。
※ふるさと納税の要件等の詳細については佐賀県のHPに記載されています。

※申込や詳細は下記のQRコードもしくはWebから検索

※このバナーが目印！

「『声なきSOS』を受け止める。」、私たちは、学校や
地域社会から孤立し、「助けて」の一言すら発する
ことができない子ども達に寄り添ってきました。

不登校、ひきこもり、非行、ニート等、自立に困難
を抱える子ども達が抱える背景要因は一人ひとり異
なります。いじめ被害、貧困、虐待、DV、精神疾患、
発達障害…深刻かつ複雑な問題を抱え、孤立する

子ども達は決して少なくありません。

「生きることにすら希望が見いだせない…」、
大人たちに背を向け、孤独の中で

極限の状態に追い込まれる子ども達…。

「どんな境遇の子どもも見捨てない！」

私たちはアウトリーチのプロフェッショナルとして、
カウンセリングから学習支援、家族支援、居場所づ
くり、就労支援等、社会参加・自立に至るまでの
「伴走型」の寄り添い支援を実践しています。
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アウトリーチ（訪問支援）と重層的な支援
ネットワークを活用した多面的援助アプローチ

～どんな境遇の子ども見捨てない！NPOによる「協働型」「創造型」の支援実践～

足りないもの、必要なものは

「協働」で創り出す！

すべての子ども・若者が「安心」と
「希望」を抱ける地域づくり

社会的孤立・排除を生まない
総合的な支援体制の確立
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